
令和 7年度(2025年度) 事業計画 
 

 

  会 長  柿澤 雅史 

 

【活動方針・重点課題】 

本年 2025 年は、団塊の世代の方々がすべて後期高齢者となる、地域包括ケアシステム構築のひとつの目標

年でもありました。そのため、私たち、理学療法士も介護予防事業や地域ケア会議等への参画のため、これま

で、様々な事業を展開してまいりました。それぞれが所属する病院や施設内にとどまらず、地域で活動するこ

とが求められて久しくなります。そこから、更に被災地でのリハビリテーション支援や地域企業での転倒予防

や腰痛対策等の健康経営支援、スクールトレーナー等の学校保健での活動、パラスポーツを含むスポーツ現場

でのメディカルサポートなど、領域は多岐に亘っています。ただ、地域リハビリテーション事業に関しても、

実施できていない市町村もあるように聞きます。これら様々な活動に従事できる人材の育成や啓発は、まだ十

分とは言えません。理学療法士が更に広く社会に認知され、貢献していけるよう各事業を進めてまいります。 
昨年度、札幌支部再編を検討し、これに伴い、各部局の分掌を見直し、既存の部の一部廃止、新たな部の創

設、事業の一部を札幌支部に移管し、支部事業として実施してもらうことで、札幌支部の活性化を図ることを

進めてきました。これらが完了し、本年から新体制で各局は活動してまいります。学術局は、専門領域部を廃

止し、担っていた各事業は札幌支部に移管します。研究倫理審査部を新設し、勤務先に倫理審査委員会が設置

されていない場合でも、士会において倫理審査を受けられるようにすることで、会員の学術的な質の保証を図

ります。教育局は、職域教育部を廃止し、これまでの講習会は該当する内容を他局で開催します。新たに臨床

教育部を設置し、実習指導者を支援することで、広く卒前、卒後の臨床教育をサポートしてまいります。社会

局は介護予防・健康増進支援部を廃止し、事業は企画推進部に統合しました。 

これまでも課題であった広報活動については、SNS 等の活用を更に進め、診療報酬等、業務に関わる内容も

含め、理学療法士にとって密接な内容を広く情報発信すると共に、社会局・事務局・職能局が連携し、管理者

ネットワークも活用することで、士会と会員、会員間のコミュニケーション、が図れるよう進めてまいります。 

健康経営サポート事業やスポーツ領域でのメディカルサポートは他団体とも連携を図りながら事業を継続

し、人材バンクの管理方法も検討しながら、多様なニーズに応えられるよう体制を構築していきます。 

地域包括ケア、災害リハビリテーションについては、北海道リハビリテーション専門職協会（HARP）や北海

道 JRATとの役割分担を明確にし、本会では介護予防や地域ケア会議、災害リハ支援に従事する会員への啓発、

研修、育成を主に、実務の窓口は HARPや JRAT が担う方向で整理してまいります。 

これまで、理学療法士の処遇改善のために、北海道理学療法士連盟と連携し、要望書の提出や懇談等、政治

との関わりの場も持ってきました。今年は 7 月に参議院議員選挙も予定されており、引き続き、自分たちの職

域や処遇を守るためにも、政策推進事業も実施し、政治について、より深く理解し、共に進んでいくことの意

味を多くの会員に伝える機会を設けてまいります。 
今年度も新たな事業も含め、積極的に取り組んでまいりますので、会員の皆様の一層のご理解、ご協力をお

願いいたします。 
 

 

1. 組織再編による事業の活性化 

札幌支部の再編、部の統廃合、新設、事業の一部移管等により、それぞれが効果的、効率的に機能している

かを検証しながら、引き続き、事業の活性化に努めてまいります。 

 

2. 生涯学習システム、学術・教育活動の推進 

現在の生涯学習システムが始まり、３年になります。士会承認研修会や士会承認症例検討会が非常に増えて

いる一方、ポイント取得が進んでいない会員もいます。最初の登録理学療法士の更新年がせまってくる中、説

明会を開催し、確実に更新いただけるよう周知してまいります。また、引き続き、各局・支部において、多く

の講習会、研修会を実施し、学術・教育活動を推進します。新設部を中心に会員の学術的な質の保証、臨床実

習教育に対するサポートを実施していきます。 

 

 



3. 地域包括ケア・災害リハ関連事業、健康経営サポート事業の推進 

地域包括ケア・災害リハ関連事業は、北海道リハビリテーション専門職協会（HARP）で受託している地域リ

ハビリテーション指導者養成等事業に基づく各研修や地域包括ケア推進部の研修、災害リハビリテーション支

援部の研修等の受講を積極的に進めます。本会は道庁と DWAT の協定を既に締結しているところですが、北海

道 JRAT が道庁と協定を結ぶことで医療、福祉の両面から災害リハ支援を安定して進めることが可能となりま

す。北海道 JRAT の組織化に協力すると共に、研修会等の受講後がより多くの会員の派遣に繋がるよう HARP、

JRAT、行政と連携してまいります。地域によっては、HARPが十分に機能できていないところもあり、理学療法

士が独自に活動を進めていくことが求められる場合もあります。それらには、柔軟に対応できるよう検討いた

します。 

北海道産業保健総合支援センターを介し進めてきた、企業を対象とした健康経営サポート事業は、快調に進

んでおり、更なる依頼に応えられるよう、各地域における従事者の育成、体制整備にも努めてまいります。 

 

4.スポーツ支援の活動範囲の拡大と人材バンクの整備 

スクールトレーナー制度も始まり、学校保健分野、部活動や学校体育へのサポート、パラスポーツ支援にお

ける理学療法士の活動の啓発等、更なるスポーツ支援の活動範囲の拡大をめざすと共に、人材バンクの整備を

進めます。合わせて、人材バンクを活用し、多くの会員がこれらの分野において、より広く活躍できるよう関

係機関に働きかけてまいります。 

 

5．北海道理学療法士連盟との連携強化、政策提言の推進 

理学療法士の処遇改善、職域維持・拡大のためには政治との関わりは欠かせません。これまで、理学療法士

の賃金の問題、身分法の内容と現状の働き方の乖離、行政機関等における理学療法士の活用、災害リハ活動に

おける保証等を訴えてまいりましたが、引き続き、北海道理学療法士連盟と連携し、国政や道政に対し、理学

療法士に関わる政策を伝え、実現できるよう、進めると共に、支部においても、多くの会員にこれらにより関

心を持ってもらえるよう政策推進事業を実施してまいります。 

 

≪令和 7年度重点事業計画≫ 

   1. 組織再編による事業の活性化 

   2. 生涯学習システム、学術・教育活動の推進 

   3. 地域包括ケア・災害リハ関連事業、健康経営サポート事業の推進 

   4. スポーツ支援の活動範囲の拡大と人材バンクの整備 

   5. 北海道理学療法士連盟との連携強化、政策提言の推進 
 

 



令和 7 年度（2025 年度）事務局事業計画 
 

 事務局  局長  小林 巧 

 

【活動方針・重点課題】 

各部局の業務分掌を見直し、今年度、大きく部局の再編を行ないました。また、コロナ禍以降、事業形

態も対面、オンライン、ハイブリッドなど様々な方法がとられています。各部局の事業実施が円滑に進む

よう、適宜、必要な援助を行ってまいりたいと思います。 
新入会促進や退会抑制に対する対応は例年通り実施します。また、昨年度立ち上げた休会抑制・入会促

進作業部会の答申を踏まえた対応も併せて実施していきたいと思います。 
事務局所管である定時総会および新年交礼会については対面開催で実施する予定であり、円滑な運営が

できるよう、適切に準備を進めてまいります。 
事務局として、士会事業がより円滑に実施可能となるよう事務処理機能の強化、業務内容の整理、各種

規定等の見直しなどを実施していきたいと思います。 
例年同様、北海道リハビリテーション専門職協会（HARP）の基金事業並びに市町村からの委託事業に関

する事務処理も対応していきます。 
 

 
【各部事業】 

〈総務・財務部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・行政等が設置する各種諮問委員会等への委員の派遣推薦事務 

 ・専門職派遣事業 

 ・北海道リハビリテーション専門職協会介護予防事業支援（札幌市分） 

 ・フレイル改善マネジャー活動の効果分析等業務（札幌市委託業務） 

≪公 2：学会・研修会支援事業≫ 

 ・事前参加システム決済代行支援 

・事業稼働日当交通費支払業務 

≪その他事業≫  

 ・事務局会議 

・学術奨励基金（学術奨励賞、社会分野奨励賞、養成校優秀賞） 

 ・メルマガ配信事業（緊急時の FAX 通信を含む） 

 ・常設委員会、特別委員会 

 ・新人歓迎会支援 

 ・会計部長業務支援 

 ・監督官庁・関連団体との渉外活動 

 ・代議員総会の企画運営 

 ・理事会、常任理事会、三役会議 

・法人監査 

 ・文書管理（発行文書、受領文書、会議録、議事録、報告書など） 

 ・会員管理（異動、慶弔、主催共催事業参加状況など）  

 ・他部局支援（受講受付、発送業務、集計業務、ニュース校正支援など）  

 ・財務管理（財務執行、予算、事業支出・収入、会費、租税公課、補助金など） 

・新年交礼会の企画運営 

・ホームページ管理 

【関係団体協力事業】 

・北海道リハビリテーション専門職協会への参加協力 

・北海道災害リハビリテーション推進協議会への参加協力 



・北海道総合在宅ケア事業団への協力 

・北海道医療・福祉関係職能団体等意見交換会への参加協力 

・北海道医療技術者団体連絡協議会への参加協力 

・北海道肢体不自由児者福祉連合協会への協力 

・札幌市身体障害者福祉協会への協力 

 

 



令和 7 年度（2025 年度）学術局事業計画 
 

 学術局  局長  橋田 浩 

 
【活動方針・重点課題】 

令和 6 年度に開催致しました講習会は、参加費を下げ対面重視で企画・運営して参りました。広報活動

に課題は残り、参加者が少ない研修会もありました。令和 7 年度より専門領域部は札幌支部へ移管されま

す。これまで企画・運営した内容を整理し、札幌支部の開催に対して協力して参ります。 

学会研修部は、令和 6年度は第 75回北海道理学療法士学術大会の運営支援を行いました。令和 7年度は

第 76回北海道理学療法士学術大会より、演題登録システムの扱いなど準備委員会との分掌を進め、持ち回

り学会の運営がスムーズになるように活動していきます。準備委員の負担軽減を図りながら、学会毎に積

み重なるノウハウを次期大会に活かしていきます。 

学術誌部においては「北海道理学療法第 42巻」の編集、発刊作業を行い、会員の研究成果報告や症例報

告の機会を提供するとともにより投稿しやすい環境を整えて参ります。また投稿規定の見直しも実施致し

ます。 

令和 7年度には研究倫理審査部の設置と運用を進めて参ります。2023 年 3月に一般社団法人日本医学会

連合から学術集会への演題応募における倫理的手続きに関する指針が発刊され、医学会中心に倫理審査を

通過した演題であることの必要性が高まっています。今後は北海道理学療法士学術大会においても、倫理

審査番号がない演題は登録ができないという方向にしていくことは不可避と考えます。その前段階として

当会会員の勤務先に倫理審査委員会が設置されていない場合を考慮し、倫理審査を受けられるようにして

参ります。研究倫理審査部の設置は会員の学術の質の保証と、道民の皆様への安全な理学療法提供に寄与

すると考えます。学術局共通においては教育局との合同会議ならびに各支部の学術教育部担当者との会議

を開催し、学術オンデマンド配信事業を展開いたします。 

 
【各部事業】 

〈学術局共通〉 

≪公 2：学術振興事業≫  

・学術・教育局合同会議 

・学術・教育局・各支部学術教育担当者会議 

・学術オンデマンド配信事業 

〈学会研修部〉 

≪公 2：学術振興事業≫  

・学会研修部会議 

 ・第 76回北海道理学療法士学術大会（十勝・釧根支部合同開催）の開催計画支援 

 ・第 77回北海道理学療法士学術大会（未定）の開催計画支援 

 ・学会間の引継ぎ支援 

 ・学術大会開催担当支部の検討 

≪収 1：機器展示事業≫ 

 ・第 76回北海道理学療法学術大会機器展示 

〈学術誌部〉 

≪公 2：学術振興事業≫ 

 ・学術誌部会議 

 ・北海道理学療法の編集・発刊作業（第 42巻） 

〈研究倫理審査部〉 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・研究倫理審査部会議 

・研究倫理審査委員会開催（1回/月）  

 



令和 7 年度（2025 年度）教育局事業計画 
 

 教育局  局長  高橋 尚明 
 

【活動方針・重点課題】 

教育局は、2025 年度より教育部および臨床教育部の２部にて会員の生涯学習ならびに臨床教育のサポー

トを行う部局として活動を行ってまいります。 

教育部は、これまでと同様に日本理学療法士協会の生涯学習システムに合わせて、基礎知識の確認と応

用につなげるための講習会の企画立案と実施を行います。また、会員個人の自発的な学習の援助や施設に

おける研修会等を推進していくことにより、士会、支部、施設、個人による生涯学習が円滑に進む様な管

理補助を含むサポートを行っていくことを目指します。 

臨床教育部は、卒前ならびに卒後の臨床教育体制に対するサポートを行ってまいります。 

2020年度に理学療法士養成に関わる指定規則が変更になり、新たな臨床実習も定着してきておりますが、

新たな臨床教育を受けた新人スタッフに対する卒後教育体制も同様に再構築していく必要があります。 

臨床教育部では、卒前教育への関わりとして臨床実習指導者講習会を開催するとともに、まずは資格取

得後の臨床指導の中で生じる課題や疑問の解決に向けた研修会を企画し開催していきます。加えて卒後教

育に関わっている理学療法士の皆さんのご意見をいただきながら、卒後教育に必要な教育方法に関わる研

修会を検討したいと考えております。 

事業予定として、教育部は 2024 年度に実施した臨床実践基礎講習会を同じ 7領域で引き続き開催を予定

しています。新生涯学習システム関連では、前期研修の初期研修（従来の新人教育プログム必須初期研修

会）を札幌市内で対面方式にて開催するとともに、各支部へのサテライト配信を予定しております。 

札幌支部のみでなく、北海道各支部で会場を設定し、新入会員の皆さんに集まっていただき会員相互の

ネットワーク作りに活かして頂くとともに、相互の情報共有と生涯学習に必要な研修会等への参加のきっ

かけにしたいと考えております。また、登録理学療法士の更新に関する事項を加えた生涯学習システム説

明会についても、継続事業として実施する予定です。 

臨床教育部の事業としては、学校協会が窓口となる臨床実習指導者（SV）講習会が増えてきたことを受

け、北海道 PT 士会が窓口となる SV 講習会は 2 回の開催を予定しています。また、臨床実習指導者資格取

得後のサポートとして、臨床実習指導の中で新たな課題として生じる事項に関するブラッシュアップ研修

会を開催したいと考えています。 

いずれの事業に関しても、全道各地の会員の皆様が参加しやすいように、オンラインもしくはハイブリ

ッド方式での開催を基本としております。また、臨床教育部にて実施する臨床実習指導者講習会において

も、これまでの開催方法を継続したオンライン開催を申請します。 

 
【各部事業】 

〈教育局共通〉 

≪公 2：学術振興事業≫  

・教育局共通事業 研修・講習会に使用する PC関連備品や通信システムなど 

〈教育部〉 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・教育部会議 

  臨床実践基礎講習会（7本） 

  脳卒中                        受講定員 60名 

  神経筋                        受講定員 60名 

  運動器                        受講定員 70名 

  呼吸器                        受講定員 60名 

  循環器                        受講定員 70名 

  がん                         受講定員 80名 

  小児                         受講定員 60名 

 



≪その他事業≫ 

新生涯学習システム会員説明会（2回開催予定） Webまたは対面形式 

新人教育初期研修    受講定員 400名（サテライト会場を含む） 

〈臨床教育部〉 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・臨床教育部会議

・第 1回 臨床実習指導者講習会（6月 28～29日予定）  受講定員 80名 

・第 2回 臨床実習指導者講習会（1月 31～2月 1日予定）  受講定員 80名 

・臨床実習指導者ブラッシュアップ講習会   受講定員 60名 



令和 7 年度（2025 年度）社会局事業計画 
 

 社会局  局長  杉原 俊一 

 
【活動方針・重点課題】 

社会局は理学療法士と社会（地域）、双方の窓口として、理学療法士の専門知識・技術をもって社会に貢献

する会員を支援するとともに、そのような理学療法（士）の啓発を中心とした客体事業を行っております。 

現在、2040 年を見据えた地域包括ケアシステムの更なる深化・推進に向け、地域包括ケアの上位概念であ

る地域共生社会の実現に向けた動きが各地で進んでいます。各地域では、医療と介護の複合ニーズの増大、

医療介護従事者不足、交通機関の減便や廃止に伴う地域住民の外出の制限等、地域毎に異なる課題が想定さ

れ、地域の多様な課題に理学療法士も共に取り組むことが重要と考えます。 

今年度社会局では、介護予防・健康増進支援部の事業を企画推進部に統合し、地域における「つながり」

を再定義し、「支え手」「受け手」という関係を超えた地域共生社会の実現に向けた推進活動を支援します。 

災害リハビリテーション支援では、寒冷・広大・高齢・過疎という北海道の地域特性を踏まえると、災害

発生時に迅速かつ効果的な受援体制の構築は喫緊の課題と考えられ、平時から地域課題の解決に参画しなが

ら、自分の暮らす地域を守るという地域リハビリテーションの啓発に向けた事業が展開できるよう支援体制

の構築を目指します。 

広報部では SNS等を活用した広報活動の取り組みを更に進め、事務局と連係しながら多様なチャンネルよ

る会員と士会とのコミュニケーション、道民への情報発信を進めてまいります。 

 

重点課題 

１）地域共生社会の実現に寄与する客体事業の検討 

２）発災時に備えた平時からの地域リハビリテーション支援活動の体制構築 

３）効果的な情報発信のための多様な情報発信方法の確立 

 

 
【各部事業】 

〈社会局共通〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・社会局会議 
〈企画推進部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・企画推進部会議（社会分野小委員会を含む） 

 ・支部社会部長・社会局合同会議 

 ・理学療法週間事業（支部との連携・支援・広報物品の調整） 

・北海道医療技術者団体連絡協議会パネル展への出展 

・理学療法啓発推進事業 

・ＳＴＶラジオ「工藤じゅんきの十人十色」健康一口メモコーナー出演講師派遣・調整 

・地域共生社会推進関連事業へのスタッフ派遣・調整 

〈広報部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・広報部会議 

・啓発用リーフレットの作成 

 ・健康関連情報の発信 

≪公 2：学術振興事業≫ 

 ・士会ニュース「Northerner」の編集・発行 

・士会ニュース取材・撮影 

〈災害リハビリテーション支援部〉 



≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・災害リハビリテーション支援部会議 

・大規模災害発災時マニュアルの周知・改訂 

〔災害時会員安否確認システムの構築、普及啓発活動（勉強会、情報提供、資料・動画の作成、提供）、

災害時支援者名簿の作成〕 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・災害リハビリテーション支援部研修会（導入研修） 

 ・災害リハ支援従事者の育成事業 

① JIMTEF 研修への会員派遣 

② 北海道災害派遣福祉チーム（DWAT）研修への会員派遣 

 

 



令和 7 年度（2025 年度）職能局事業計画 
 

 職能局  局長  千葉 恒 

 
【活動方針・重点課題】 

職能局では、本会会員への情報提供ならびに理学療法士の職域拡大に向けて必要な活動を実施してい

きます。職能局の活動に限らず、本会の活動は、今の時代に合った会員から必要とされる、会員に還元

できる活動でなければなりません。職能局では、以下に示す 3つの事業を重点項目に掲げ活動していき

ます。 

①管理者ネットワークの活用、②女性活躍推進、③政策推進 

令和 6年 10月末時点の管理者ネットワークの登録率は 52.5％になりました。近年、更なる管理者ネ

ットワークの構築を目指して活動してきましたが、研修会の案内など一方向に活用されているだけで、

登録をしてくれた管理者の中には、登録をした意義を感じない管理者も少なからずいるように感じてい

ます。そこで、Slack を使用し様々なチャンネルを開設し、管理者が興味のあるチャンネルに自ら参加

し情報共有やディスカッションを行うといった双方向につながれる場を提供します。 

昨年度から立ち上げた女性活躍推進事業では、本会女性会員が抱える課題やニーズを把握し、それに

応じた情報提供や研修会を開催してきました。昨年度の事業内容に加え、女性会員が働きやすい職場環

境や活躍できる場を推進していきます。 

政策推進事業では、理学療法士の国会議員がいることで、会員の処遇改善にどうつながるか、その重

要性を周知するとともに、会員の政策推進の機運を高めることを目的とした研修会も実施していきま

す。 

その他、健康経営サポート事業や装具相談窓口推進事業は他団体とも連携を図りながら事業を継続

し、多様なニーズに応えられるよう体制を構築していきます。学生向け啓発事業では、理学療法士養成

校の学生に対して、これまで実施してきた介護保険領域で働くセラピストの業務内容ややりがいに加

え、生涯学習の重要性や政策推進に向けた講話を行い、本会の入会促進につなげたいと考えています。

地域包括ケア推進部では、近年、研修会の開催が主な役割となっていましたが、費用対効果や HARP で

も同様の研修会が開催されていることから、これまでとは違った研修会や地域ケア会議ならびに介護予

防推進リーダー研修会修了者への情報発信、また地域支援事業に参画する会員の支援などに役割をシフ

トしていきます。 

今年度は、職能局の 3 つの部（管理者育成推進部・職域事業部・地域包括ケア推進部）での連動を意

識し、それぞれの事業で他の部の事業にまたがる部分に関して、職能局内で情報共有を図り、さらに支

部職能部とも協力し合いながら事業を進めていきます。 

 

 
【各部事業】 

〈職能局共通〉 

≪その他事業≫ 

 ・職能局会議 

・職能局支部職能部長会議 

・道士会事業報告会 

〈管理者育成推進部〉 

≪その他事業≫ 

・管理者育成推進部会議 

・管理者ネットワーク活用事業 

・協会指定管理者研修会（初級）（10 名） 

・管理者向け研修会（50名） 

〈職域事業部〉 

≪公 1：健康増進事業≫ 

・健康経営サポート事業 



≪その他事業≫ 

・職域事業部会議 

・女性活躍推進事業 

・政策推進事業 

・職能に関する情報提供事業 

・学生向け啓発事業 

〈地域包括ケア推進部〉 

≪公 1：健康増進事業≫ 

・装具相談窓口推進事業 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・地域包括ケア推進部会議 

・介護予防推進リーダー導入研修会（20名） 

 ・地域ケア会議リーダー導入研修会（20名） 

≪その他事業≫ 

・地域包括ケア推進事業 

 

 



令和 6 年度（2024 年度）健康スポーツ局事業計画 
 

 健康スポーツ局  局長  佐藤 義文 

 
【活動方針・重点課題】 

健康スポーツ局は、人生（ライフステージ）で運動習慣を支援・啓発する「生涯スポーツ支援部」と

障がいを持った方への適切な運動を支援・啓発する「障がい者スポーツ支援部」の 2つの部で構成され、

地域健康保健に寄与することを目的としています。 

生涯スポーツ支援部は、昨年に引き続き、スポーツ領域での地域健康保健に寄与してまいります。北

海道マラソン救護班や高野連メディカルサポート活動の支援を継続、スポーツ局人材バンクを通じて、

関連事業へのスタッフ派遣も継続します。昨年好評だった、女性アスリートへのメディカルサポートと

そのための研修会も企画していきたいと思います。更に、スクールトレーナー制度開始を見据え、学校

需要などのリサーチも行っていきたいと思います。 

障がい者スポーツ支援部は、地域のパラスポーツ活動を支援する他、パラスポーツ分野で活躍する理

学療法士の情報管理や派遣調整を行い、地域健康保健に寄与できるよう活動してまいります。昨年に引

き続き、道内のパラスポーツイベントに出向き参加者のサポートをすること、またパラスポーツでの理

学療法士の活躍を紹介するなどの情報配信などを継続します。併せて、障がい者スポーツ支援部の人材

バンクの整備も強化します。 

各部共通の課題として、人材バンクの管理方法（各部ごととするか、共有化していくか）を検討して

いきたいと思います。また、各部主催の研修会では若手を含む、各年齢層の理学療法士にも参加の場を

提供するとともに、公益社団法人日本理学療法士協会新生涯学習制度も考慮し、ポイント取得できるよ

うな枠組みを作っていきたいと思います。 

 
【各部事業】 

〈健康スポーツ局共通〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・健康スポーツ局会議 

 ・支部健康スポーツ支援部長会議 

 

〈生涯スポーツ支援部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・生涯スポーツ支援部会議 

・北海道マラソン救護班活動支援事業 

・高野連メディカルサポート支援事業（高野連メディカルサポート連絡協議会への参画） 

・スポーツ支援育成講習会（3回 30人、30人、50人） 

・スポーツ関連へのスタッフ派遣調整事業（学校保健等の調査事業を含む） 

・派遣支援情報ネットワーク構築事業 

 

〈障がい者スポーツ支援部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・障がい者スポーツ支援部会議 

・パラスポーツ関連へのスタッフ派遣調整事業 

・パラスポーツ関連への調査事業 

・パラスポーツ関連への派遣支援ネットワーク構築事業 

（パラスポーツ webミーティングや講習会の企画運営を含む）（2回 30人、30人） 

 

 



令和 7 年度（2025 年度）支部事業局事業計画 
 

 支部事業局  局長  阿部 隆宏 

 
【活動方針・重点課題】 

支部事業局は、各支部の事業計画や予算の立案と状況に応じた修正、決算報告などを支援します。令和 7

年度も昨年度までに引き続き、対面開催や web開催（ハイブリッド開催を含む）による事業を推進し、各支

部に応じた学術・教育活動、社会・職能活動が円滑に行われるように支援します。また、支部と事務局との

連携、支部と他局との連携、支部間の連携強化を図り、全道均一のサービスが展開されるように支援します。 

 

 
【支部事業局共通】 
≪公 2：学術振興事業≫ 
 ・拡大支部事業局会議（6 月から 11 月までの間で全 2 回を予定） 
 

 



 
【各支部事業】 

〈道南支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・道南支部健康スポーツ部会議（年 6回予定） 

・道南支部社会部会議（年 5回） 

・高野連メディカルサポート事業（年 3回 春、夏、秋大会） 

・道南支部理学療法週間事業（函館市 NPO まつり出展参加） 

・道南支部健康安全運転講座（春・秋） 

・函館マラソンメディカルサポート事業 

・ベースボールフェスティバル障害予防事業 

・少年野球障害予防事業 

・学校保健事業 

・南渡島地域リハビリテーション推進会議 

・函館蔦屋書店 未来づくりマルシェ『人とつながる、未来とつながる』（10月頃開催予定） 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・道南支部役員会議：年 4回（5月、8月、11月、2月予定） 

・道南支部学術部会議：年 5回(5月、7月、9月、11月、1月予定) 

・道南支部教育部会議：年７回(4月、6月、7月、9月、11月、12月、2月予定) 

・道南支部症例検討会：年 4回（5月、8月、11月、2月予定） 

・道南支部教育部研修会：年 4回（8月、9月、10月、12月予定） 

・道南支部学術部研修会：年 1回（5月予定） 

・第 11回 道南理学療法士学術大会（8～9月） 

・第 7回 道南理学療法士学術研修大会（6～7月） 

・道南支部社会部研修会：年 2回（第 1回：6〜8月、第 2回：12〜2月） 

・道南支部健康スポーツ部研修会：第 1回～第 3回（4月 2本、11月 1本予定） 

≪その他事業≫ 

・道南支部事務部会議:年 2回（8月、2月開催予定)  

・道南支部職能部会議:年 4回（5月、9月、11月、1月開催予定) 

・道南支部職能部研修会：（10月頃開催予定） 

・道南支部新人歓迎会：（6月～10月） 

 
〈日胆支部〉 

≪公 1:医療保健福祉事業≫ 

 ・日胆支部 各種派遣事業（西胆振地域リハビリテーション推進会議ほか） 

・日胆支部 理学療法週間事業 (伊達市ふれあい広場 2024ブース出展、市民公開講座) 

・健孝・健幸 DAY2025 

・備えるフェス inとまこまい 2025 

・ノーリフティング・ケア普及事業 

・日胆支部 メディカルサポート事業（高野連室蘭地区大会 春季・夏季・秋季) 

・日胆支部 社会部会議 1回 

・日胆支部 健康スポーツ部会議 1回 

≪公 2:学術振興事業≫ 

 ・日胆支部 災害リハビリテーション研修会(20人) 

 ・日胆支部 第 1回研修会(室蘭)(20人) 

・日胆支部 第 2回研修会(苫小牧)(25人) 

・日胆支部 第 3回研修会(日高)(25 人) 

・日胆支部 第 4回研修会(伊達)(30 人) 

・日胆支部 第 5回研修会(苫小牧)(25人) 

・日胆支部 メディカルサポート研修会(30人) 



・日胆支部 症例検討会 2回 (苫小牧 1回、地区合同 1回) 

・日胆支部 役員会 3回 

・日胆支部 地区運営委員会 8回 (苫小牧・室蘭・伊達、日高 各 2回) 

・日胆支部 学術・教育部会議 1回 

≪その他事業≫ 

 ・日胆支部 職能部研修会 1回(20人) 

・日胆支部 職能部会議 1回 

・日胆支部ニュース発行 2回 

・日胆支部 災害リハ支援ニュース発行 4回 

 ・日胆支部 新人歓迎会 3回 (伊達・室蘭・苫小牧)   

 
〈札幌支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・札幌支部健康スポーツ部会議（年 3回 4、8、12月）（1回 4名） 

 ・札幌支部社会部会議（年 3回 4、8、12月）（1回 4名）      

 ・清田区健康&介護予防フェア（10 月頃依頼のある場合） 

 ・健康フェスタへのスタッフ派遣（3名） 

・札幌支部理学療法週間事業（7月）（3名） 

・札幌支部高野連メディカルサポート：年 6回（札幌支部予選、全道・南北海道大会：春季、夏季、秋季） 

 （大会 1回 30名） 

・札幌支部派遣推薦事業（随時） 

≪公 2：学術振興事業≫ 

 ・第 12回札幌理学療法士学術大会（11 月）（50名） 

 ・札幌支部研修会：年 5回（30名） 

 ・札幌支部役員会：年 5回（4月、7月、10月、12月、2月）（役員 14名）  

 ・札幌支部地区会議（5地区）（4月、8月、12月）（全 18名） 

・札幌支部学術教育部会議：（年 3回 4、8、12月）（1回 10名） 

 ・札幌支部症例検討会（5地区）：各地区年 1回（30名） 

 ・札幌支部技術講習会（全 11回）：（1回 40名）運動器３回、脳卒中 2回、神経筋、生活環境支援、呼吸、

心大血管、腎代謝、小児 

≪その他事業≫ 

・札幌支部職能部会議：（年 3回 4、8、12月）（1回 7名） 

・札幌支部事務部会議：（年 2回 4月、10 月）（1回 2名） 

・札幌支部地区懇談会（各地区随時） 

 



 
〈石狩支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・石狩支部社会部会議：年 4回（4月・8月・10月・1月） 

・石狩支部理学療法週間 高校生理学療法見学・体験（7月～8月） 

・石狩支部派遣推薦事業(7〜9月)) 

・北広島市元気フェスティバルへの協賛（8月〜10月） 

・千歳市健康祭りへの協賛（9月 14 日または 2月 8日） 

・石狩支部健康スポーツ部会議 年 3回(4月〜3月) 

・石狩支部健康スポーツ事業 スポーツ教室（年 1回） 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・災害リハビリテーション研修会（年 1回：12月〜2月）(参加者 50名予定) 

・石狩支部症例検討会 対面 1回(参加者 50名)・WEB2回／年 3回（5月～1月）(参加者 100名) 

・第 1回石狩支部講習会 5〜6月予定 (参加者 40名) 

・第 2回石狩支部講習会 8月予定 (参加者 50名) 

・石狩支部学術教育部会議（年 4回） 

・石狩支部役員会議：年 6回（4月・6月・8月・10月・12月・1月）参加者 8名 

≪その他事業≫ 

 ・石狩支部新人歓迎会(4〜7月) 

・石狩支部事務部会議：年 3回（4～12月） 

・石狩支部 3士会合同研修会：年 4回（8～12月） 

・石狩支部職能部会議：年 3回（4〜10月） 

 

〈後志支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・後志支部社会部会議（年 2回:4～6月、9～11月） 

 ・後志支部健康スポーツ部会議（年 3回:6～7月、11～12月、2～3月） 

 ・後志支部理学療法週間事業〜体力測定・健康相談会～（7〜8月予定） 

 ・後志支部各種派遣推薦事業（年 3回:8～9月、11～12月、1～2月） 

・後志地域リハビリテーション広域支援センターへの協力 

≪公 2：学術振興事業≫ 

 ・後志支部第 1回研修会（8～10月）（参加予定 50名） 

 ・後志支部第 2回研修会（11～1月）（参加予定 20名） 

 ・後志支部役員会議（年 3回；4～6月、8～10月、12～2月予定） 

 ・後志支部学術教育部会議（年 3回:4～5月、8～9月、1～2月） 

・後志支部健康スポーツ部研修会（年 1回 8～10月）（参加予定 40名） 

≪その他事業≫ 

・後志支部職能部会議（年 2回：5～6月、11～12月） 

・後志支部職能部研修会(年 1回：9～11月)（参加予定 20名） 

・後志支部新年交礼会出席（小樽市医師会、柔道整復師会） 

・後志支部新人歓迎会（開催予定日:6～7月・開催形式は検討中） 

・後志支部事務部・会計部会議（年 2回:5～6月、10～11月） 

 



 
〈空知支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・空知支部社会部会議（第 1回 7月、第 2回 10月、第 3回 1月：3回） 

・空知支部健康スポーツ部会議（第 1回 7月、第 2回 10月、第 3回 1月：3回） 

・空知支部高校野球メディカルサポート（空知支部予選 5月（春季）、7月（夏季）、9月（秋季）：3回） 

・スポーツ障害予防講座「親子 Day野球」（北空知 11月、南空知１月：2回） 

・空知支部理学療法週間事業～介護予防・健康増進キャンペーン～（滝川市、三笠市、7月：2回） 

・いわみざわ健康まつり（岩見沢市、9月) 

・ふれあい広場くりやま（栗山町、11月） 

  

≪公 2：学術振興事業≫ 

・空知支部メディカルサポート事前勉強会（会場未定、4月）（15名） 

・空知支部役員会議（第 1回 8月、第 2回 11月、第 3回 2月：3回） 

・空知支部研修会「学術発表の意義」（仮）（Web開催、5～7月）（50名） 

・空知支部学術教育部会議（時期未定、1回） 

・第 9回空知理学療法士学術大会「スポーツ障害予防」（仮）（Web開催、12月予定）（50名） 

・災害リハビリテーション研修会（Web開催を予定、1月）（30名） 

・空知支部症例検討会（Web 開催を予定、2月）（100名） 

 

≪その他事業≫ 

  ・空知支部会員相互情報共有事業（4月〜3月） 

・空知支部全体集会（会場未定（対面開催予定）、6月〜7月予定） 

・空知支部交流会、新人歓迎会（会場未定、6月〜7月予定）（5名） 

・空知支部職能部会議（5月、11月：計 2回） 

・空知支部第 1回職能部研修会：「インテリアリハビリテーション」（Web開催、9月予定）（25名） 

・空知支部第 2回職能部研修会：「テーマ未定」（Web開催、12月予定）（25名） 

 
〈道北支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

  ・道北支部第 1回健康増進事業（旭川市健康まつり）（9-10月） 

  ・道北支部第 2回健康増進事業（理学療法週間）（7月） 

 ・道北支部健康安全運転講座（6月と 9月の年 2回、旭川市と士別市で開催予定） 

・道北支部社会部・健康スポーツ部合同会議（全 2回 5,9月） 

 ・道北支部高野連メディカルサポート事業（旭川/5～9月予定） 

  ・道北支部第 1回スポーツ支援事業（旭川ハーフマラソン）（9月予定） 

 ・道北支部第 2回スポーツ支援事業（バーサーロペットジャパン）（3月予定） 

 ・道北支部市民公開講座（1-2 月） 

 ・道北支部地域リハビリテーション推進会議事業（6-2月） 

・道北各種派遣推薦事業 

≪公 2：学術振興事業≫ 

  ・道北支部学術・教育部合同会議（全 2回，5-2月） 

 ・道北支部学術部会議（全 2回，5-2月） 

  ・第 8回道北理学療法士学術大会（1-2 月）（120名） 

 ・道北支部学術部臨床研究支援（全 4回，6-12月）（80名） 

 ・道北支部学術部臨床研究支援研修会（4-6月）（65名） 

 ・道北支部教育部会議（全 2回，5-2月） 

・道北支部教育部神経部門研修会（9-12 月）（42名） 

・道北支部教育部研修会運動器部門研修会① （7-9月） （100名） 

・道北支部教育部研修会運動器部門研修会② （10-12月）（100名） 



 ・道北支部教育部研修会内部障害部門研修会 （8-9月） （30名） 

 ・道北支部教育部研修会地域部門研修会   （10-12月）（30名） 

 ・道北支部健康スポーツ部研修会（スポーツ支援スタッフ育成研修/10-2月）（20名） 

 ・道北支部社会部研修会（災害リハビリテーション関連/5-11月）（20名） 

  ・道北支部症例検討会（全 2回 12 月 旭川・富良野） 

 ・道北支部地区企画研修会（宗谷）（6-11月）（20名） 

・道北支部地区企画研修会（富良野）（6-11月）（30名） 

・道北支部地区企画研修会（上川北部）（5-7月）（20名） 

・道北支部役員会議（全 4回 4,6,9,11月） 

≪その他事業≫ 

 ・道北支部教育部新人向け研修会（10月）（50名） 

・道北支部拡大役員会議（1-2月） 

・道北支部会員情報交換会（6-12月） 

  ・道北支部ニュース発行（6回）・編集会議（6回）・ホームページ更新 

  ・道北支部関連団体式典参加（旭川医師会新春懇親会,2月） 

 ・道北支部職能部研修会「チームを成長させるためのマネジメントの秘訣」（12 月） 

 ・道北支部職能部会議（全 2回 5-11月） 

 ・道北支部地区幹事合同会議（9-10月） 

・道北支部新人歓迎交流会（4～5月） 

 
〈十勝支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・十勝支部派遣推薦事業：4～2 月（帯広市、北海道十勝振興局、講師派遣等） 
・十勝支部高野連メディカルサポート事業：5～10 月、春・夏・秋季大会への会員派遣 
・十勝支部理学療法週間事業：7～8 月 
・十勝支部訪問リハビリマップの作成と配布：11～12 月 
・十勝支部障がい者スポーツ支援事業：4～1 月 
・ベースボールフェスティバルへの出展：10 月 
・十勝支部健康スポーツ部会議（年 2 回）：4～1 月 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・十勝支部症例検討会（年 1 回）：4 月～9 月、ハイブリッド開催（参加予定 20 名） 
・十勝支部学術教育部研修会：8～9 月、対面開催（参加予定 40 名） 
・十勝支部社会部研修会：10 月～11 月、ハイブリッド開催（参加予定 20 名） 
・十勝支部役員会議（年 6 回）：4 月～2 月（4 月、7 月、9 月、10 月、11 月、2 月） 
・十勝支部学術教育部会議（年 2 回）：4～11 月 

≪その他事業≫ 

・十勝支部職能部研修会：4 月～6 月、ハイブリッド開催（参加予定 50 名） 
・十勝支部会員名簿の作成と配布：8 月～9 月 
・十勝支部新人歓迎会：8 月～9 月（支部学術部研修後） 

 



 
〈釧根支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

・釧根支部健康スポーツ部会議（年 2回 時期未定） 

・釧根支部高野連メディカルサポート（春・夏・秋） 

 ・釧路湿原マラソン大会サポート（7月） 

・釧根支部社会部会議（年 2回 時期未定） 

・釧根支部理学療法週間事業（7月） 

・くしろ健康まつり（10月） 

 ・こう福祉 21 厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル（11月） 

 ・釧路市合同災害意見交換会 

 ・市民合同防災イベント 

 ・釧根支部派遣推薦事業 

≪公 2：学術振興事業≫ 

・釧根支部メディカルサポートスタッフ育成支援講習会（４月）(参加予定 8名) 

・釧根支部役員会議（年 3回:4,11,2月） 

・釧根支部学術教育部会議（年 3回） 

・釧根支部理学療法基礎講習会(実技)（時期未定）(参加予定 40名) 

・釧根支部理学療法基礎講習会（WEB）（時期未定）(参加予定 40名) 

≪その他事業≫ 

・釧根支部事務部会議 (年 1回 時期未定) 

・釧根支部ニュース発行事業(年 4回発行) 

・釧根支部職能部会議（年 3回 時期未定） 

・釧根支部職能部研修会（時期未定）(参加予定 40名) 

・釧根支部新人歓迎会（時期未定） 

 
〈道東支部〉 

≪公 1：医療保健福祉事業≫ 

 ・道東支部香りゃんせフェスティバルへの出展(5月～7月予定) 

 ・道東支部北見市健康まつりへの出展(7月～10月予定) 

 ・道東支部網走市市民健康まつりへの出展(8月～10月予定) 

 ・道東支部北見市ふれあい広場への出展(6月～9月予定) 

 ・道東支部理学療法週間事業（4月～7月予定） 

 ・道東支部社会部会議（年 5回予定） 

 ・道東支部社会部災害リハビリ研修会（20名） 

・道東支部地域包括協働事業推進会議 

・道東支部高校生対象のリハビリテーション見学（4月～10月予定） 

 ・道東支部健康スポーツ部会議(年 3回予定) 

≪公 2：学術振興事業≫ 

 ・第 1回道東支部研修会（30 名） 

 ・第 2回道東支部研修会（30 名） 

・第 3回道東支部研修会（30名） 

・第 4回道東支部研修会（30名） 

・第１回道東支部症例検討会（30名） 

・第 2回道東支部症例検討会（30名） 

・第 3回道東支部症例検討会（30名） 

・道東支部役員会議（年 4回予定） 

・道東支部学術教育部会議（年 5回：5、7、9、11、2月予定） 

≪その他事業≫ 

 ・道東支部ニュース発行（年 3回：6、10、2月予定） 



 ・道東支部職能部会議（年 5回予定） 

 ・第 1回道東支部職能部研修会（70名） 

 ・道東支部リハ職-在宅連携研修会（15名） 

 ・道東支部遠紋地区連携会議 

・道東支部斜網地区連携会議 

・道東支部新人歓迎会 

 


	00【会長】令和7年度事業計画 R7.3.12
	01【事務局】令和7年度事業計画
	02【学術局】令和7年度事業計画 01.23 修正
	03【教育局】令和7年度事業計画 1.9 差替え
	04【社会局】令和7年度事業計画 R7.2.4 修正
	05【職能局】令和7年度事業計画 12.26再々提出
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